
2016年 9月 1日  

 

第４回学生と社会人のための「環境・設備デザインシンポジウム」 

開 催 の ご 案 内 

 

東京都港区芝 5-26-20 建築会館 

一般社団法人  建築設備綜合協会 

 会   長       秋元 孝之 

 副会長/研究会委員長 湯澤 秀樹 

環境・設備デザイン賞実行委員会 

実行委員長        佐藤 信孝 

 実行副委員長       田名網雅人 

 

 環境・設備デザイン賞は、建築や地域・都市などの各領域における創造行為（デザイン）の過程

で、建築デザインの中に如何に調和的に設備技術が導入されているかを、「感性」「機能性」「社会

性」「経済性」の観点から総合的かつ客観的に評価して顕彰することを趣旨としています。 

 環境・設備デザイン賞は、第Ⅰ部門：設備器具・システムデザイン部門、第Ⅱ部門：建築・設備

統合デザイン部門、第Ⅲ部門：都市・ランドスケープ部門と非常に幅広い領域を対象としており、

過去 14 年間で 736 件の応募総数があり、多くの設備技術者や建築家、都市計画家、ランドスケー

プデザイナーが応募作品の創造行為に関わっています。 

基調講演では、長年に亘り審査委員長を務めていただいた古谷誠章教授より過去の受賞作品を題

材にして、審査側の着目点や説得力のあるプレゼン方法等について解説いただきます。応募を検討

中の個人、企業にとって有益な機会になります。 

 また、製造、設計、施工、エネルギー供給など各々の立場の技術者が、エンジニアとデザイナー

の協働といった観点からその業務と役割を解説するとともに、入賞作品をはじめとした成功事例な

どにも触れていただきます。 

 学生にとっては、幅広い分野で活躍する技術者がどのような業務を行いモノづくりに関わってい

るか、その仕事の内容と役割、やりがいについて学ぶことができます。若手技術者にとっては、多

くの成功事例を聞くことにより、計画上の着眼点や社会的評価を得るための方法論などについて知

ることができます。 

将来の建築設備を担う若手技術者、学生に多数参加していただきたく、お願いを申し上げる次第です。

企業に於かれては、若手技術者、人事等の採用担当者の方々に、大学に於かれては、建築や建築設備を

志向する学生の方々に、是非の参加をお願い申し上げます。 

   

 

１） 主 催  一般社団法人 建築設備綜合協会 環境・設備デザイン賞実行委員会 

スマートシティ実現に向けた建築設備の基本要件研究委員会 

２） 日 時  2016 年 10月 18 日(火曜日) 14:00～18:30  （13:00 開場） 

３） 会 場  建築会館ホール 東京都港区芝 5-26-20 （４／４Ｐ地図参照） 

４） 定 員  150 名 （学生 70 名＋賛助会員 80 名） 

５） 参加費  会員 2,000円、会員外 4,000円、学生 0 円 

 

 



 

６） プログラム 

総合司会進行：佐藤 信孝氏〔㈱日本設計 常任顧問、一般社団法人建築設備綜合協会 顧問〕 

 

（１）14：00～14：50 環境・設備デザイン賞の趣旨と受賞作品の解説  

古谷 誠章教授（早稲田大学 理工学術院建築学科） 

‐建築デザイナーと設備技術者の協働の視点から‐ 

（２）15:00～15:30 製造者の立場から（第Ⅰ部門：設備器具・システム部門）『エコリモコン』 

瀧口 雄介氏（TOTO㈱デザイン本部デザイン第二部 第二デザイングループ デザイナー） 

 ‐製品開発におけるエンジニアとデザイナーの関わり方について(成功事例から)‐ 

（３）15:30～16:00 設計者の立場から（第Ⅱ部門：建築・設備統合部門）『電算新本社ビル』 

伊藤 浩士氏（㈱日建設計 エンジニアリング部門 設備設計部） 

 ‐建築設計における設備技術者の役割と取り組み方‐ 

（４）16:10～16:40  設計施工者の立場から（第Ⅱ部門：建築・設備統合部門）『Capita Green』 

          杉 鉄也氏（㈱竹中工務店 東京本店 設計部 設備部門 部長） 

 ‐建築設計施工における設備技術者の役割と取り組み方‐ 

（５）16:40～17:10  地域エネルギー供給会社の立場から（第Ⅲ部門：都市・ランドスケープ部門） 

                    豊田 光雄氏（東京ガス㈱都市エネルギー事業部 スマエネ事業推進部長） 

 ‐面開発におけるエネルギー会社の取り組み姿勢とエンジニアの役割について‐ 

（６）17:10～17:40  建築設備綜合協会研究委員会報告（第Ⅲ部門：都市・ランドスケープ部門） 

《スマートシティ実現に向けた建築設備の基本要件研究会》       

湯澤 秀樹氏（㈱日建設計総合研究所 理事 上席研究員） 

-スマートシティ実現に向けた設備の基本要件と設備技術者の役割- 

 

（７）質疑応答                     

 

（８）18：00～18：30 交流会[参加者、実行委員全員] 

・賛助会員、協賛企業と学生との接点を作る。 

 

７） お問合先  一般社団法人 建築設備綜合協会 環境・設備デザイン賞実行委員会 

           事務局 三澤ひとみ 

           〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 6階 

           ＴＥＬ/03-5445-4266 FAX/03-5445-4272  

           E‐MAIL：LEM０４３０５＠nifty.ne.jp 

           http：//abee.or.jp 

 

 

※ 講演者、時間等は変更する場合がございますのでご了承願います。 

 

 

 

 

 



（３／４Ｐ） 

第４回学生と社会人のための「環境・設備デザインシンポジウム」 

参加お申込み用紙 

 

FAX またはメールにてお申込みください。 

 

年     月    日 

 

環境・設備デザイン賞実行委員会 実行委員長 佐藤信孝 

一般社団法人 建築設備綜合協会 事務局担当  三澤行 

F  A  X ： ０ ３ - ５ ４ ４ ５ - ４ ２ ７ ２ 

E-MAIL：LEM04305@nifty.ne.jp 

 

会社名（大学名） 

 

所在地  〒 

 

 

お申込者                              ご所属部課 

 

電話番号                               FAX 番号 

 

e-mail アドレス 

  

 

 参加者お名前 ご所属部課／お役職 e-mail アドレス 

ⅰ    

ⅱ    

ⅲ    

ⅳ    

ⅴ    

 

● お申込み人数 ： 計      名参加いたします。 

※ 銀行振込をご希望の方は請求書をお送りしますので事前にご連絡をお願いいたします。 



（４／４Ｐ） 

 

建築会館へのアクセス方法 

 

 

【交通手段】 

JR田町駅，都営地下鉄三田駅（浅草線・三田線）徒歩３分  

 


